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5． 学識経験者等の意見聴取 

関西ブランド推進方策を検討するため、多方面の分野に精通した有識者からなる「関西ブランド

推進方策検討会」を開催した。 

なお、近畿圏広域地方計画協議会の関係機関はオブザーバーとして参加した。 

5.1 関西ブランド推進方策検討会の開催概要 

5.1.1 開催概要 
 

 検討内容  開催日時 開催場所 

第１回 １．挨拶 

２．検討の趣旨及び方向性について 

３．関経連「関西ブランド力向上研究会」

中間報告について 

４．アンケート調査の実施について 

５．意見交換 

６．その他 

平成21年1月29日（木） 

13:30～15:30 

ブリーゼプラザ

801 号室

第２回 １．プレゼンテーション 

① 河内 委員 

② 木下 委員 

③ 金井 委員 

２．質疑・意見交換 

３．その他 

平成21年2月12日（木） 

13:30～15:30 

ＯＭＭ２Ｆ ５号

会議室

第３回 １．プレゼンテーション 

① 井上 委員 

② 門上 委員 

③ 高橋 委員 

２．質疑・意見交換 

３．その他 

平成 21 年 3 月 3 日（火） 

13:30～15:30 

ドーンセンター

5F 特別会議室

第４回 １．アンケート調査の実施結果について 

２．検討会のとりまとめ（案）について 

３．質疑意見交換 

平成21年3月24日（火） 

14:30～16:30 

ドーンセンター

5Ｆ 大会議室
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5.1.2 委員及びオブザーバー等 
〔委員〕 

氏 名 所 属 

井上 芳郎 流通科学大学サービス産業学部 教授 

門上 武司 「あまから手帖」 編集主幹 

金井 啓修 （株）御所坊 取締役社長 

河内 厚郎 夙川学院短期大学 教授 

木下 富美子 博報堂（株）ソーシャルプランニングチーム 

ブランディングプロデューサー 

高橋 寛治 高野町副町長 

（５０音順・敬称略） 

〔オブザーバー〕 

福井県、岐阜県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、 

岡山県、徳島県、京都市、大阪市、堺市、神戸市、近畿市長会、近畿ブロック府県町村会、 

（社）関西経済連合会、大阪商工会議所、（社）関西経済同友会、関西経営者協会、 

京都商工会議所、神戸商工会議所、堺商工会議所、関西広域機構、近畿管区警察局、 

総務省近畿総合通信局、財務省近畿財務局、厚生労働省近畿厚生局、 

農林水産省近畿農政局、林野庁近畿中国森林管理局、経済産業省近畿経済産業局、 

国土交通省近畿地方整備局、国土交通省近畿運輸局、国土交通省神戸運輸監理部、 

国土交通省大阪航空局、気象庁大阪管区気象台、海上保安庁第五管区海上保安本部、 

海上保安庁第八管区海上保安本部、環境省近畿地方環境事務所 
 

〔事務局〕 

国土交通省 近畿地方整備局 

近畿圏広域地方計画推進室長（副局長） 

建政部長 

建政部都市調整官 

建政部計画管理課長 
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5.2 第１回検討会 

(1) 検討概要 

開催日時 平成 21 年 1 月 29 日（木） 13:30～15:30 

場 所 ブリーゼプラザ 801 号室 

参加人数 20 名（事務局を除く） 

配布資料 

次第、出席者名簿、配席図 

資料１ 検討の趣旨及び方向性について 

資料２ 関西ブランド力向上研究会－報告書要旨＜中間報告＞ 

資料３ アンケート調査の実施について 

参考資料１ 類似の取組例 

参考資料２ 関西ブランドに関するアンケート調査票（案） 

意見概要 

１．取組みの目的・コンセプトの妥当性について 

・ 関西という概念の共有化が重要。 

・ 関西の範囲は、限定せず、曖昧に捉えるべき。 

・ 活動に普遍性があれば、世界とつながっていくことができる。 

・ 「関西」を上につけることによって、既存のブランドの価値がぼやけるようなことは絶

対にしてはいけない。 

・ ルーツ（起源）の視点が欠けてはならない。 

・ 東京発地域イズムから脱却していくことが重要。 
 
２．「本物」の選定方法のあり方（求められる要素、基準）について 

・ 関経連のテーマの「きらびやかで美しい」のように、一つにまとめる必要はない。 
 
３．市民の関わり方、信頼性確保について 

・ 住民自らが、知恵と労力とお金を使ってやるまちづくりが重要。 
 
４．効果的な支援のあり方について 

・ 経済的なリターンをどうするのかを考える必要がある 

・ 農山地など、できないところを支援することも大事。 

・ 中小企業はＰＲするために、売る場所に困っており、大きな枠組みで「ほんまもんシ

ョップ」があればおもしろい 
 
５．その他、方向性と留意点について 

・ 産業政策とインフラ政策を同じにみて無理に束ねると、一般に受け入れられなくなる

・ 世界への発信は、翻訳されないと理解されないという点に留意すべき。 

検討会 

の様子 
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(2) 議事要旨 

1) 取組みの目的・コンセプトの妥当性について 
• 関西という概念を共有することが大切。 （高橋委員） 

• 日本とは、日本人とは何かということに答えられるかどうかが大切。普遍性があれば、世界と
つながっていくことができる。わかりやすさだけではだめ。（高橋委員） 

• ルーツの視点が欠けてはならない（寺⇒温泉、人形浄瑠璃⇒サンダーバード）。（金井委
員） 

• 「ブランド」と「プライド」の２つの考え方がある。（金井委員） 
• 今は行き着いていないが、後に世界に出て行くようなものを探し当てる、ルーツを探ることが
大事。（金井委員） 

• マスコミの変化をチャンスに（東京発地域イズムからの脱却）。（河内座長） 
• 歴史的な意味などルーツがあると売れる。歴史的なルーツを見つけ、大きな窓口で捉えた
らどうか。（福井県） 

• 関西の枠組みは、各省庁の範囲に、ファジーな部分を加えて考えたらどうか。（高橋委員） 
• “私は関西”だと思っている外の人との関係をうまくやっていくことも重要。（高橋委員） 

 

2) 「本物」の選定方法のあり方（求められる要素、基準）について 
• 「メイドイン尼崎」の基準は自分たちが“らしい”と思ったものだが、感覚だけで判断するのは
難し 

く、遊びで終わってはいけない。（井上委員） 

• 個々を風呂敷で包んで本当の共通ブランドとするのか、新しいブランドを作り出すのか。（高
橋委員） 

• 関経連の「きらびやかで美しい」のように、一つにまとめる必要は無いのではないか（井上委
員） 

• 伝統には、「擬似伝統」と「本来伝統」があり、「擬似伝統」がほとんど。京都は歴史都市とし
てのブランド化に成功している。背景に何もないというものでは駄目で、前と後が必要な“キ

セルの論理”。「ほんもの」が垣間見えるものは何かについて議論するのは大事であり、関西

から発信しても良いと思う。（河内座長） 

• 品質を訴えようとしているものと、ブランドを目指そうとしているところの違いを認識すべき（井
上委員） 

• 「文化」の質が違うことを認識すべき。重要文化財などで表わされる文化と生活文化の切り
分け。（高橋委員） 

• 一つの基準は、安全安心で環境にやさしいものではないか。（福井県） 
• 「人形文化」は一つの方向性ではないか。（金井委員） 

 

3) 市民の関わり方、信頼性確保について 
• 都市と農村と交流は３年でつぶれてしまうもの。住民自らが、知恵と労力とお金を使ってや
るまちづくりが重要。（高橋委員） 
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4) 効果的な支援のあり方について 
• 経済的なリターンをどうするのかを考える必要がある。（高橋委員） 
• 農山地など、できないところを支援することも大事。（井上委員） 
• 伊丹市で「百人一句」のカルタを作ったが、空港で売られず、最後のところでうまくいってい
ない。（河内座長） 

• 中小企業はＰＲするために、売る場所に困っている。大きな枠組みで「ほんまもんショップ」
があればおもしろい。（井上委員） 

 

5) その他、方向性と留意点について 
• 「関西」というキーワード（冠をつけること）を作ることに違和感がある。持っているもののイメ
ージを損なわず、広げていくことができるのか。（井上委員） 

• 産業政策とインフラなどの政策を同じにみて、無理やりひとつの箱にいれると受け入れられ
なくなってしまう（井上委員） 

• 世界への発信は、翻訳されないと理解されない。（河内座長） 
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5.3 第 2回検討会 

(1) 検討概要 

開催日時 平成 21 年 2 月 12 日（木） 13:30～15:30 

場 所 ＯＭＭ２Ｆ ５号会議室 

参加人数 16 名（事務局を除く） 

配布資料 

次第、出席者名簿、配席図 

資料１ 河内委員 説明資料   〔(2)検討会資料参照〕

資料２ 木下委員 説明資料   〔(2)検討会資料参照〕

資料 3 金井委員 説明資料   〔(2)検討会資料参照〕

参考資料１ 第１回関西ブランド推進方策検討会 議事概要 

参考資料２ 関西ブランドに関するアンケート調査票（修正案） 

意見概要 

１．関西のブランドとなる資源について 

・ 関西にはブランドと呼ぶに値する資源が多数存在。（日本初、世界初のもの、海外

のサンダーバードへと発展した人形文化） 

・ ブランドとして定着するにあたっては､その場所の雰囲気が重要。 

・ ブランドに関しては、組み立て方が非常に重要で、素材があるというだけではブラン

ドにならない。 

２．関西ブランドの方向性について 

・ 情報を発信して終わりではなく、必ず生活者に届け、情報を受け取った生活者が行

動できるということ、つなぐというところに注力すべき。 

・ 生活者に響く表現である「ほんまもん」で取り組みを喚起することによって、皆がその

取り組みを高め、生活者が購入するようになっていくことが重要。 

３．地域ブランドと関西ブランドとの関係のあり方について 

・ 関西ブランドにおいて､既に形成されている京都のブランドを踏襲していくのか､もしく

は違うものをつくっていくのかが非常に難しい｡ 

・ 関西の価値を内と外の両面から高めたうえで、京都と共に取り組むことが重要。 

・ 得意なところを伸ばすのか、弱いほうを得意なものに寄せていくのかという 2 つの方

法論がある。総合力を高めていくための方法論としては 1 つではない。 

・ ブランドの傘とその下の個別ブランドは、一緒に高まり幸せになることが重要。 

・ ブランドが確立していれば、つけ足しても由緒あるように見える。（ブランド拡張） 

４．地域の誇りと経済性について 

・ 経済性を重視した「差別化」は重要ではない。 

・ 地域ブランドというのは競争ではなくて、誇りを探すこと。 

・ スローフードが、「スローな生活」や「スローな旅」などと広がりを持ったように、「ほん

まもん」が広がりを持っていけばよい。 
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(2) 検討会資料 
 

資料 1 河内委員 説明資料 
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